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企
業
物
価
指
数
・
二
〇
一
〇
年

基
準
改
定
結
果
を
公
表

（
二
〇
一
二
年
七
月
四
日
）

▼
日
本
銀
行
は
、
企
業
物
価
指
数
の
基
準

改
定
（
二
〇
〇
五
年
基
準
か
ら
二
〇
一
〇

年
基
準
へ
の
移
行
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

五
年
に
一
度
行
わ
れ
る
企
業
物
価
指
数

の
基
準
改
定
で
は
、
①
指
数
の
基
準
時
点

（
指
数
水
準
を
一
〇
〇
と
す
る
年
）の
更
新
、

②
品
目
や
類
別
な
ど
に
か
か
る
ウ
エ
イ
ト

の
更
新
、
③
品
目
改
廃
（
品
目
の
新
設
、

廃
止
、
分
割
な
ど
）、
④
そ
の
ほ
か
、
価
格

調
査
や
指
数
作
成
方
法
の
改
善
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
見
直
し
は
、
わ
が
国
に
お

け
る
近
年
の
産
業
・
貿
易
構
造
の
変
化
を

統
計
に
的
確
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を

通
じ
て
、
統
計
の
信
頼
性
向
上
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

日
本
銀
行
で
は
、
今
回
の
基
準
改
定
に

あ
た
り
、
昨
年
二
月
に
基
本
方
針
を
公
表
し

て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
募
り
、
同

十
二
月
に
は
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
も
踏
ま

え
て
最
終
案
を
公
表
し
ま
し
た
。
最
終
案
で

は
、
今
回
の
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
、（
１
）

経
済
実
態
の
的
確
な
反
映
、（
２
）
統
計
ユ

ー
ザ
ー
の
利
便
性
向
上
、（
３
）
わ
が
国
公

的
統
計
の
体
系
的
な
整
備
を
意
識
し
た
対

応
、（
４
）
報
告
者
負
担
の
軽
減
を
意
識
し

た
対
応
、
の
四
点
に
整
理
し
ま
し
た
。

　

先
般
公
表
し
た
、「
企
業
物
価
指
数
・

二
〇
一
〇
年
基
準
改
定
結
果
―
―
改
定
結

果
の
概
要
と
二
〇
一
〇
年
基
準
指
数
の
動

向
―
―
」
で
は
、
こ
う
し
た
方
針
に
沿
っ

て
作
成
し
た
新
基
準
指
数
に
つ
い
て
、
品

目
数
・
ウ
エ
イ
ト
な
ど
の
最
終
結
果
や
実

際
の
指
数
動
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
基
準
改
定
で
は
、
一
部

の
改
定
作
業
の
シ
ス
テ
ム
化
な
ど
に
伴
い
、

改
定
結
果
の
公
表
早
期
化
（
前
回
対
比
で

約
五
カ
月
前
倒
し
）
を
実
現
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、『
国
民
経
済
計
算
』（
内
閣
府
）

な
ど
、
実
質
値
算
出
の
際
の
デ
フ
レ
ー
タ

ー
と
し
て
企
業
物
価
指
数
を
用
い
て
い
る

他
の
公
的
統
計
の
作
成
部
署
も
含
め
、
ユ

ー
ザ
ー
の
皆
さ
ま
が
従
来
よ
り
も
早
く
新

基
準
指
数
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

▼
統
計
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
よ

り
便
利
に
、
そ
し
て
よ
り
身
近
に
お
使
い

い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

※
詳
細
は
日
本
銀
行
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

http://w
w

w
.boj.or.jp/research/

brp/ron_2012/ron120704a.htm
/

「
日
銀
夏
休
み
親
子
見
学
会

二
〇
一
二
」
を
開
催
し
ま
し
た

▼
「
日
銀
っ
て
何
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
？
」

「
日
銀
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
」

　

そ
の
よ
う
な
お
子
さ
ま
の
好
奇
心
に
応

え
る
た
め
、
日
本
銀
行
本
店
で
は
六
日
間

（
注
）
に
わ
た
り
「
日
銀
夏
休
み
親
子
見
学

会
二
○
一
二
」（
協
力
：
金
融
広
報
中
央
委

員
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
（ 

注
） 

七
月
二
十
六
日
（
木
）・
二
十
七

日
（
金
）、
八
月
二
日
（
木
）・
三

日
（
金
）・
二
十
三
日
（
木
）・

二
十
四
日
（
金
）

▼
本
見
学
会
で
は
、
小
学
校
四
年
生
～
六

年
生
、中
学
生
の
方
と
保
護
者
の
ペ
ア
（
一

日
二
回
、
各
回
定
員
二
四
組
）
で
、
本
店

見
学
、
体
験
学
習
な
ど
約
二
時
間
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
く
の
参
加
者
の
方
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
」

「
子
供
の
た
め
に
な
っ
た
」
と
い
う
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
は
じ
め
に
、
日
本
銀
行
の
仕
事
や
金
融
・

経
済
の
仕
組
み
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

説
明
し
た
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
、
日
本
銀
行

の
役
割
や
イ
ン
フ
レ
や
デ
フ
レ
な
ど
に
つ

い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

本
店
本
館
の
見
学
で
は
、
会
場
で
配
付
さ

れ
る
「
見
学
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
見
な

が
ら
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
局
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
説
明
を
交
え
て
旧
地
下
金
庫
や
史
料
展

示
室
な
ど
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

▼
模
擬
券
を
使
っ
た
お
札
の
数
え
方
の
体

験
学
習
で
は
、
日
本
銀
行
で
実
際
に
用
い

ら
れ
て
い
る
二
種
類
の
数
え
方
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

気になるトピックは見学チェックシートにすかさず記入

模擬券を使ったお札の数え方体験
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「
に
ち
ぎ
ん
体
験
二
〇
一
二
」
を

開
催
し
ま
す

▼
日
本
銀
行
本
店
で
は
、
十
月
二
十
九
日

（
月
）
～
十
一
月
四
日
（
日
）
の
期
間
、「
に

ち
ぎ
ん
体
験
二
〇
一
二
」
と
題
し
て
、
企

画
展
・
市
民
講
座
・
本
店
見
学
ツ
ア
ー
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

①
企
画
展
（
期
間
中
常
設
、
予
約
不
要
）：

本
店
本
館
内
に
特
設
し
た
展
示
室
に
て
、

日
本
銀
行
の
役
割
・
業
務
、
歴
史
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

②
市
民
講
座
（
十
月
二
十
九
日
〈
月
〉
～

十
一
月
二
日
〈
金
〉、
十
一
月
四
日
〈
日
〉、

要
予
約
）：
日
本
銀
行
の
役
割
や
日
銀
本
店

の
歴
史
、
お
金
を
め
ぐ
る
話
題
な
ど
を
テ

ー
マ
に
、
日
本
銀
行
職
員
が
説
明
し
ま
す
。

な
お
、
平
日
開
催
の
講
座
は
、
旧
地
下
金

庫
見
学
を
セ
ッ
ト
に
し
た
夜
間
講
座
で
す

（
十
八
時
三
十
分
開
始
）。

③
休
日
本
店
見
学
ツ
ア
ー
（
十
一
月
四
日

〈
日
〉、
要
予
約
）：
通
常
平
日
の
み
に
実
施

し
て
い
る
ツ
ア
ー
を
休
日
に
開
催
し
ま
す
。

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本
店
本

館
の
建
物
内
部
や
旧
地
下
金
庫
を
ご
案
内

し
ま
す
。

④
レ
ク
チ
ャ
ー
付
き
本
店
見
学
ツ
ア
ー（
十

月
二
十
九
日
〈
月
〉
～
十
一
月
二
日
〈
金
〉、

要
予
約
）：
本
店
本
館
の
見
学
後
、
日
本
銀

行
職
員
が
日
本
銀
行
の
役
割
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
や
時
間
、
事
前
予
約
の
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
日
本
銀
行
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.boj.or.jp/

【
会
場
】
日
本
銀
行
本
店

　
（
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
石
町
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

日
本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局

　

総
務
企
画
グ
ル
ー
プ

　

〇
三
―
三
二
七
七
―
二
五
六
八

貨
幣
博
物
館
企
画
展

お
か
ね
道
中
記
―
旅
で
使
う
貨
幣
―

を
開
催
し
ま
す

十
一
月
十
日
～
二
〇
一
三
年
五
月
十
二
日

▼
古
都
観
光
の
た
め
東
京
駅
か
ら
新
幹
線

で
京
都
へ
（
一
三
〇
〇
〇
円
）。
昼
食
湯
豆

腐
（
二
〇
〇
〇
円
）。
お
土
産
京
銘
菓

（
六
〇
〇
円
）。
宿
泊
代
（
六
〇
〇
〇
円
）。

…
…
、
そ
ん
な
旅
の
記
録
を
書
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

東
海
道
の
起
点
・
日
本
橋
を
出
発
し
て

伊
勢
参
詣
、
足
を
伸
ば
し
て
京
都
、
金
比

羅
巡
り
。
わ
ら
じ
一
二
文
、
安
倍
川
餅

二
五
文
、
大
井
川
渡
し
三
二
〇
文
、
宿
泊

代
二
〇
〇
文
…
…
、
江
戸
時
代
に
も
旅
人

は
道
中
の
支
払
い
な
ど
を
記
録
し
て
い
ま

し
た
。

　

古
代
に
国
家
が
銭
貨
を
発
行
し
て
以
降
、

貨
幣
制
度
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
旅

に
お
け
る
お
金
の
使
わ
れ
方
も
変
化
し
て

き
ま
し
た
。

　

本
企
画
展
で
は
、
当
館
で
所
蔵
す
る
貨

幣
や
旅
に
関
す
る
古
文
書
、
絵
画
な
ど
に

よ
り
、
古
代
～
明
治
初
期
ま
で
の
旅
で
、

お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
か
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

※
最
新
の
開
館
情
報
は
貨
幣
博
物
館
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.im

es.boj.or.jp/cm
/

〈
会
期
中
の
開
館
時
間
〉

【
開 

館
時
間
】
九
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十

分
（
入
館
は
十
六
時
ま
で
）

【
休 

館
日
】
月
曜
日
、
祝
日
（
た
だ
し
土

曜
日
・
日
曜
日
と
重
な
る
場
合
は
開

館
）、
振
替
休
日
、
年
末
年
始
（
十
二

月
二
十
九
日
～
一
月
四
日
）、
一
月

二
十
六
日
。
な
お
、
十
一
月
六
日
～

九
日
は
、
展
示
入
れ
替
え
の
た
め
臨

時
休
館
し
ま
す
。

【
入
館
料
】
無
料

【
所 

在
地
】
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
石
町

一
―
三
―
一
（
日
本
銀
行
分
館
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

  

〇
三
―
三
二
七
七
―
三
〇
三
七

開業時の日本銀行本店（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

右／「道
どうちゅうにゅうようちょう

中入用帳」　旅で
の支払いが記録されている

下／「銭
ぜに

刀
がたな

」　盗難を避ける
ためお金を隠して旅をした



34NICHIGIN 2012 NO.31

ト ピ ッ ク ス

「
親
子
の
た
め
の

お
か
ね
学
習
フ
ェ
ス
タ
」
を

全
国
五
カ
所
で
開
催
し
ま
す

▼
金
融
広
報
中
央
委
員
会
（
事
務
局: 

日

本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局
内
）
は
、
お
か

ね
に
つ
い
て
親
子
で
楽
し
く
学
べ
る
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
「
親
子
の
た
め
の
お
か
ね
学

習
フ
ェ
ス
タ
」
を
、
全
国
五
カ
所
で
開
催

し
ま
す
。

▼
私
た
ち
を
取
り
巻
く
金
融
・
経
済
環
境

が
大
き
く
変
化
し
、
お
か
ね
に
関
す
る
知

識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
今
ま
で
以
上
に

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
体
験
型
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ョ
ー
、
お
か
ね
ク
イ
ズ
、

貯
金
箱
作
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

【 

申
し
込
み
方
法
】
一
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

予
約
制
で
す
（
注
）。
静
岡
・
東
京
会
場
の

予
約
制
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
定
員
に
達
し
ま

し
た
。
福
島
・
愛
媛
会
場
は
開
催
の
約
二

カ
月
前
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
、

公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
注
） 
予
約
は
先
着
順
に
受
け
付
け
、
定
員

に
達
し
た
場
合
は
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

http://w
w

w
.festa2012.jp/

【
開
催
日
程
】 

兵
庫　

八
月
二
十
五
日（
土
）開
催
済

静
岡　

十
月
二
十
一
日（
日
）

東
京　

十
一
月
二
十
三
日（
金
・
祝
）

福
島　

十
二
月
十
五
日（
土
）

愛
媛　

二
〇
一
三
年
一
月
十
九
日（
土
）

にちぎん　2012 年秋号
編集・発行人　鮎瀬典夫
発行　日本銀行情報サービス局
〒 103-8660　
東京都中央区日本橋本石町 2-1-1
☎ 03-3277-2405

デザイン　株式会社市川事務所
印刷　株式会社アイネット
○c 日本銀行情報サービス局　禁無断転載

＊本誌の用紙は、環境・社会・経済のすべての側面に配慮した厳しい基
準に従って適切に管理された森林からの木材を原料としていることを
示す、FSC 認証紙を使用しています。

■毎晩、ロンドン五輪での日本人選手の奮闘をテレビ観戦して
いる。メダル獲得に破顔一笑する選手もいれば、思わぬ失敗に
悔し涙を流す選手もいる。ただ、国際的な舞台で果敢にチャレ
ンジする姿と日本人らしいマナーの良さは、どの選手にも共通
している。兼高さんの心配も少し和らいだのではないかと思う。
 （鮎瀬）
■女性の社会進出が現在ほど一般的でなかった時代、美しい山
の手言葉を話し、いつもほほ笑みを絶やさない兼高かおるさん
が、果敢に世界各地を回り、さまざまな人々と交流するお姿は、
子供の私には驚きであり、同時に何か誇らしい気持ちがした。
実際に緑まばゆいカフェテラスで伺った兼高さんのお話は、珠
玉の言葉であふれていた。「何事も自ら体験することが大切」「人
生は思い通りにいかないものだけど、前に進んでいれば何とか
なるもの」というお言葉は、現代の日本人への重要なメッセー
ジであると思った。兼高かおるさんのますますのご健勝をお祈
りします。 （ＴＫ）
■「これが河

か わ ち

内や！いうことですわ」。開口一番、司会者が苦笑
いして主催者の挨拶の後を継いだ。東京で開催された「もうか
りメッセ東大阪」での一コマである。サービス精神あふれる威
勢の良い挨拶であったが、事前の想定とは違っていたらしい。
盛夏に訪ねた東大阪でも、聞こえてくる話は夏バテとは無縁だ
った。国内市場の縮小や新興国との競合など、数え上げればキ
リがないビジネス環境の悪化を笑い飛ばす「河内のおっちゃん」
たち。オンリーワン技術と仲間うちのネットワークを駆使して
生き抜くおっちゃんに、モノづくりの町の真髄を見た気がした。
ラグビーシーズンが本格化する秋。「花園」の涼風とともに
2012年秋号をお届けします。 （ＴＯ）

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小樽支店金融
資料館等でお配りしています。個人の方の定期購読、郵送はお取り扱
いしておりませんのでご了承ください。なお、既刊号全文を PDF ファ
イル形式で日本銀行ホームページ上に掲載していますのでご利用くだ
さい。

（http://www.boj.or.jp/announcements/koho_nichigin/index.htm/）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を反映してい
るものではありません。日本銀行の政策・業務運営に関する公式見解
等については、日本銀行ホームページ（http://www.boj.or.jp/）を
ご覧ください。
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